
家具転倒落下防止

2022年 2025年

大部分の家具で実施 12.5% 14.6%

一部の家具類で実施 30.7% 30.9%

対策してないが家具

に配置で工夫
22.2% 12.0%

クローゼットなど収

納、倒れる家具なし
8.7% 9.8%

未実施 22.9% 30.5%

感震ブレーカー

2022年 2025年

自己負担で設置 3.9% 6.3%

助成金の活用で設置 4.2% 2.8%

都の無料配布ブレー

カー設置
4.2%

居住前から設置 11.7% 9.7%

感震ブレーカーは

知っているが未設置
17.8% 18.4%

この設問まで感震ブ

レーカーを知らな

かった

57.3% 54.3%

災害に備えた備蓄は

2022年 2025年

7日分 13.1% 11.7%

3日以上7日未満 46.9% 49.0%

3日未満 39.2% 37.8%

備蓄できない理由

2022年 2025年

スペースがない 51.5% 50.6%

何をどのくらい備蓄

するか分からない
43.7% 39.8%
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１
月
14
日
の
総
務
企
画
委
員

会
に
、
50
回
目
に
な
る
「
区
政

世
論
調
査
」
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
（
無
作
為
抽
出
３
０
０

０
人
へ
郵
送
、
回
答
が
１
５
５

２
件
・
回
答
率
51
％
）

そ
の
中
で
区
政
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
こ
と
の
第
一
位
は

「
地
震
・
水
害
な
ど
の
防
災
対

策
」
と
な
っ
て
い
ま
す
（
一
回

だ
け
除
き
ほ
ぼ
10
年
連
続
）
。

い
ま
で
も
荒
川
区
は
、
首
都

直
下
地
震
で
最
も
大
き
な
被
害

を
受
け
る
区
の
一
つ
で
す
。
以

前
よ
り
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、

都
内
危
険
度
で
１
位
荒
川
６
丁

目
、
２
位
は
町
屋
４
丁
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。

で
は
こ
の
調
査
か
ら
何
が
見

え
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
え
る
こ
と
は
、
「
防
災
対

策
」
を
自
己
責
任
に
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

調
査
項
目
に
あ
る
、
屋
内
安

全
対
策
の
要
、
家
具
転
倒
防
止

の
未
実
施
約
30
％
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
設
置
72
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
４
年
前
の
調
査
と
比
べ

て
家
具
転
倒
防
止
未
実
施
が
増

加
？
感
震
ブ
レ
ー
カ
設
置
も
70

％
台
で
ほ
ぼ
変
化
な
し
で
す
。

ま
た
在
宅
避
難
の
要
で
あ
る

家
庭
内
備
蓄
７
日
分
が
11
％
、

４
年
前
は
13
％
で
す
か
ら
減
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
備
蓄
で
き

な
い
最
大
の
理
由
が
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
で
す
。
区
民
の
住
宅
事

情
の
反
映
で
し
ょ
う
。
（
左
表

参
照
）

こ
う
し
た
事
態
を
打
開
し
、

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

区
＝
「
公
」
の
支
援
の
拡
充
が

必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

定例法律相談

２月２日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

成
人
の
日
に
サ
ン
バ
ー
ル
荒
川

で
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
４
月
２

日
〜
２
０
０
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
（
２
，
２
０
３
人
）
が
対

象
で
し
た
。

実
行
委
員
会
が
用

意
し
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
画
像
）

を
入
れ
て
記
念
撮
影
す
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
成
人
年
齢
は
18
歳

と
な
り
ま
し
た
が
、

荒
川
区
を
含
め
ほ
と

ん

ど
の
自
治
体
で

「
20
歳
」
を
祝
う
集

い
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
区
内
で

働
く
多
く
の
外
国
籍

の
若
者
も
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
参
加
し
た
の
は
、
49
人

で
対
象
の
６
．
４
％
で
す
。

国
籍
に
関
係
な
く
、
区
内
で
暮

ら
し
働
く
若
い
み
な
さ
ん
が
、
希

望
を
持
て
る
荒
川
区
に
し
て
い
く

前
提
と
し
て
、
排
外
主
義
を
絶
対

に
許
さ
な
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

横
山
幸
次

70歳以上高齢者対象（シルバーパス所持者）の令和あらかわ

病院送迎バスを利用した、実証実験が始まっています。（詳細

は裏面）可能な交通資源を使って移動の支援を行うことは大事

です。今回は、あくまでも70歳以上高齢者だけが対象。障害者

や子ども連れ、通勤などは対象外です。また、病院に通院する

方が優先ですから、絶対に乗れる保障はありません。

今回、区政世論調査の中で、区の魅力として「交通の便」が

トップでした。一方、自由記載には、交通問題について多くの

記載があります。「さくらバスの拡充を」（南千住60代）「コ

ミュニティバス廃止でタクシーか徒歩、駅前以外

の高齢者には辛すぎる」（町屋40代）などたくさ

んの記述があります。「荒川区は平坦で交通利便

性が良い」だけを一般化して言うことには無理が

あります。実態に基づく対策を求めていきます。

高
市
首
相
は
、
突
然
通
常
国
会
冒
頭
の
解
散
に
打
っ
て
出
る
よ

う
で
す
。
物
価
高
騰
対
策
を
放
り
出
し
、
旧
統
一
教
会
問
題
、

維
新
の
「
国
保
逃
れ
」
な
ど
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
解
散
に
走
る
異

常
さ
で
す
。
い
ま
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
民
の
暮
ら

し
の
困
難
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
で
す
。
何
よ
り
も
大
幅

賃
上
げ
、
消
費
税
減
税
、
社
会
保
障
の
あ
り
方
な
ど
に
一
刻
も
早

く
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

荒
川
区
政
で
は
、
今
月
29
日
に
２
０
２
６
年
度
予
算
の
プ
レ
ス

発
表
、
２
月
16
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
予
算
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
区
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
し
っ
か
り
区
政
に
届

け
、
実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
ご
要
望
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

横
山
幸
次



１
月
５
日
か
ら
病
院
送
迎
バ

ス
を
活
用
し
た
高
齢
者
向
け
移

動
支
援
の
実
証
実
験
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
実
証
運
行
中
区
内

２
カ
所
の
病
院
を
運
営
す
る
医

療
法
人
正
志
会
と
区
が
協
定
を

む
す
び
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
持
っ

て
い
る
方
な
ど
（
70
歳
以
上
）

は
通
院
利
用
以
外
で
も
正
志
会

の
無
料
送
迎
バ
ス
に
乗
車
で
き

ま
す
。
バ
ス
は
、
令
和
あ
ら
か

わ
病
院
を
起
点
に
町
屋
６
丁
目

か
ら
町
屋
駅
、
南
千
住
駅
な
ど

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
の
２
つ
で

す
。

運
行
は
平
日
の
み

運
行
は
月
〜
金
、
土
日
祝
は

あ
り
ま
せ
ん
。

午
前
３
便
、
午
後
３
便
の
1

日
６
便
で
す

（
時
刻
表
は
下

表
）
。

利
用
方
法
は
、
各
乗

降
ポ
イ
ン
ト
で
待
機
し
、
乗
る

際
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
提
示
し

ま
す
。

病
院
利
用
者
（
診
察
券
所

持
）
が
優
先

車
両
は
６
名
乗
り
で
、
あ
く

ま
で
病
院
利
用
者
優
先
の
た
め
、

乗
り
き
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
待
っ
て
い
た
け
ど
乗
れ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
…
。

障
害
者
や
妊
婦
、
子
ど
も
連

れ
、
そ
の
他
の
移
動
困
難
の
方

は
、
対
象
外
で
す
。
地
域
交
通

の
役
割
や
区
民
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
、
真
剣
な
調

査
と
検
討
が
急

が
れ
ま
す
。

実
証
実
験
は
今
年
い
っ
ぱ

い
で
来
年
か
ら
本
格
運
行
の
予

定
で
す
が
、
さ
く
ら
バ
ス
復
活

な
ど
移
動
支
援
に
本
気
の
取
組

を

求

め

て

い

き

ま

す

。

み

な

さ

んのご実質賃金が11か月連続でマイナスです。2022～2024年と3年連

続で過去最低を更新中の上、2025年に入り11か月連続マイナスで

すから4年連続で過去最低を更新することはほぼ確定。現時点で2

025年の賃金は35年間で最低。この28年間で年96万円もの賃下げ

です。26春闘で物価高騰を上回る大幅賃上げが必要です

突然の家賃の値上げ、更新の際に前回より高額な料金を要求

された…など住宅に関するご相談が寄せられています。土地価

格の上昇で固定資産税や住宅価格も上がり、売買や相続で所有

者が変り家賃値上げを求められるケースなどが多いようです。

東京都は家賃値上げに関する相談が2024年度1,366件で前年

度の約２倍となったことを受け、昨年10月に特別相談窓口を開

設。区の消費生活センターでも、家賃値上げに関する相談が最

近は明らかに増加しているとのこと。

物価高騰のなかで住宅費の高騰がさらにくら

しを困難にしています。区としても区民の実態

を把握し、住まい確保に本気の取り組みを求め

ます。みなさんの実状などお寄せください。

家賃の相談は
★東京都賃貸ホットライン月～金 ９～17時半 ☎03-5320-4958

★区消費生活センター月～金 ８時半～16時半☎03-5604-7055

道に上記のよ

うな乗車場所

の表示プレー

トが貼ってあ

るようです


